
沼田西支部

を
行
い
ま
し
た
。「
足
の
指
の
力

な
ん
て
、
初
め
て
計
っ
た
。
以
外

に
低
く
て
が
っ
か
り
し
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

沼
田
西
支
部
で
は
、
10
月
20
日

薄
根
町
の
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
「
ふ
る
さ
と
ホ
ー
ム
沼

田
」
を
会
場
に
住
民
公
開
講
座
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
地
域

住
民
の
健
康
づ
く
り
と
生
協
を
知

ら
せ
る
目
的
で
、
利
根
歯
科
診
療

所
副
所
長
の
関
上
幸
子
歯
科
医
師

か
ら
「
全
身
に
効
果
あ
り
！
お
口

の
健
康
づ
く
り
」
と
題
し
て
講
演

が
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
を
と
り

ー  群 馬 県 生 協 大 会  ー

い
れ
る
な
ど
楽
し
い
内
容
で
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
『
吹
戻
し
』

を
体
験
す
る
と
「
は
あ
～
疲
れ

る
」「
効
く
ね
ぇ
」
な
ど
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

沼
田
西
支
部
で
は
、
今
後
も
年

一
回
は
開
催
の
予
定
。
ま
た
、
合

　
今
年
度
の
生
協
強
化
月
間
は
、
生
協
の
見
せ
る
化
を
重
視
し
、
組
合
員
・
地
域
住
民
と
多
く
の
団
体
と
の

つ
な
が
り
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
各
方
面
で
の
催
し
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
参
加
し
、
健
康
づ
く
り
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
ま
す
。

一人は万人のために 万人は一人のために

群馬県での交通事故は全国的にも多い。また、疲労があるとその危険は増す。運転前に、身体の状態をチェックしよう。
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各
地
で
つ
な
が
り
づ
く
り

各
地
で
つ
な
が
り
づ
く
り

「
あ
っ
て
良
か
っ
た
利
根
保
健
生
協
」

協
同
組
合
間
と
の
連
携

沼
田
西
・
池
田
支
部
で

利根保健生協　2018 年 10 月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・30,721 人
出 資 金 額・・・・1,661,336,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・54,078 円

理事32名　監事4名　総代210名　班長1,461名

発　行　人　糸 賀 俊 一　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　21,900　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

　

Ｊ
Ａ
農
業
ま
つ
り
で
、
9
月
29

日
の
東
部
支
所
に
白
沢
支
部
役
員

と
連
携
職
場
、
11
月
４
日
は
新
治

支
所
で
、
猿
ヶ
京
・
須
川
・
新
巻

支
部
役
員
と
生
協
み
な
か
み
歯
科

の
職
員
と
が
協
力
し
て
多
種
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
喜
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
月
間
の
お
知
ら
せ
と

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
利 根 中 央 診 療 所
利 根 歯 科 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
介護老人保健施設とね
サニーホームひまわり

沼 田 市 沼 須 町
片 品 村 鎌 田
沼田市西原新町
沼田市高橋場町
みなかみ町後閑
沼田市東原新町
沼田市高橋場町

☎（22）4321
☎（58）3910
☎（24）1202
☎（24）9418
☎（25）3399
☎（22）8855
☎（22）3223

http://www.tonehoken.or.jp/tonehoken-kumiai/
ホームページ で検索できます利根保健

　

利
根
中
央
診
療
所

が
開
院
し
て
１
年
が

過
ぎ
た
。
患
者
数
も

順
調
に
増
え
て
お

り
、
お
か
げ
さ
ま
で

経
営
的
に
も
い
い
結
果
が
出
て

い
る
。
診
療
所
職
員
の
頑
張
り

に
も
感
謝
し
た
い
▼
診
療
所
経

営
を
考
え
る
上
で
、
問
題
と
な

る
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、“
患

者
の
た
め
の
医
療
”
と
“
経
営

の
改
善
”
の
２
つ
を
い
か
に
両

立
さ
せ
て
い
く
か
で
あ
る
。
患

者
の
た
め
の
医
療
が
、
経
営
の

足
を
引
っ
張
る
事
が
起
こ
る
の

で
あ
る
。
そ
の
時
ど
ち
ら
を
優

先
さ
せ
る
べ
き
か
、
非
常
に
悩

ま
し
い
問
題
で
あ
る
▼
世
の
中

に
は
、
理
想
と
現
実
と
い
う
２

つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
理
想
を

語
る
だ
け
で
は
、
現
実
の
問
題

に
対
処
で
き
な
い
事
が
多
い
。

一
方
、
理
想
が
無
け
れ
ば
良
い

世
の
中
に
は
な
ら
な
い
と
い
う

の
も
理
解
で
き
る
▼
た
だ
自
分

の
今
ま
で
の
経
験
か
ら
考
え
る

と
、
物
事
は
現
実
的
に
考
え
る

の
が
一
番
い
い
の
で
は
な
い

か
。
現
実
的
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
？
そ
れ
は
、
自
分
は
も
し

か
し
た
ら
間
違
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
常
に
思
う
事
で

あ
る
。
世
の
中
の
様
々
な
問
題

が
大
き
く
な
っ
た
り
こ
じ
れ
た

り
し
て
い
る
の
も
、
お
互
い
が

１
０
０
％
自
分
は
正
し
い
と
思

っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？
政
治
の
世
界
で
は
良
く

見
ら
れ
る
事
だ
が
▼
医
療
現
場

で
誤
診
や
医
療
事
故
な
ど
を
減

ら
す
に
は
、
自
分
は
間
違
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
考

え
を
常
に
持
っ
て
行
動
す
る
必

要
が
あ
る
▼
利
根
中
央
診
療
所

が
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

信
頼
さ
れ
、
今
ま
で
以
上
に
発

展
す
る
為
に
も
、
物
事
を
現
実

的
に
考
え
て
行
動
す
る
様
心
が

け
、
今
後
も
頑
張
っ
て
行
き
た

い
。

（
利
根
中
央
診
療
所
長
・
小
林
）

年末年始休診案内

利根中央病院（外来診療）（☎ 22-4321）

介護老人保健施設とね（通所リハビリ）

利根歯科診療所・生協みなかみ歯科

デイサービスひまわり

デイサービスとね虹の里

片品診療所・利根中央診療所
とね訪問看護ステーション（沼田・片品・みなかみ）
とねホームヘルパーステーション

12月30日（日）～1月3日（木）休診

1月1日（火）～1月3日（木）休業

1月1日（火）休業

1月1日（火）～1月3日（木）休業

＊急患の方は、必ず電話で確認を

＊訪問以来があれば対応します

＊薬が無くなりそうな方は、年内早めの受診を

＊ただし、短時間通所リハビリは
　12月30日（日）～1月3日（木）休業

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
勧
め
な
ど

精
力
的
な
声
か
け
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

コ
ー
プ
ぐ
ん
ま
が
主
催
す
る

“
ふ
れ
あ
い
試
食
会
”（
コ
ー
プ

商
品
等
を
紹
介
す
る
会
）
が
10

月
27
日
、
ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー

タ
で
１
８
２
人
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
小
さ
い
お
子
さ

ん
を
連
れ
た
若
い
親
御
さ
ん
世

代
で
賑
わ
っ
て
い
て
、
当
生
協

は
“
健
康
チ

ェ
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
”
に
体

組
成
、
足
指

力
測
定
で
参

加
し
、
61
人

の
チ
ェ
ッ
ク

同
班
会
も
体
操
や
も
の
づ
く
り
・

お
食
事
会
と
多
彩
な
計
画
を
立
て

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

池
田
支
部
で
は
、
11
月
10
日
支

部
役
員
と
連
携
職
場
が
参
加
し
、

池田支部

初
の
試
み
と
し
て
“
池
田
公
民
館

ま
つ
り
”
の
会
場
の
一
室
を
か
り

て
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
生
協

の
と
り
く
み
を
知
っ
て
も
ら
う
と

同
時
に
地
域
と
の
つ
な
が
り
づ
く

り
に
な
り
ま
し
た
。

コープふれあい試食会

猿ヶ京・須川・新巻支部白沢支部

農
業
ま
つ
り

9/22 ～ 11/30
生協強化月間

　
第
50
回
群
馬
県
生

協
大
会
が
10
月
25
日

(

木)

、
前
橋
市
の
公

社
総
合
ビ
ル
で
開
催

さ
れ
、
当
生
協
か
ら

職
員
・
組
合
員
ら
12

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
団
体
表
彰
で
は
、

白
沢
支
部
と
薄
根
支

部
硯
田
・
白
岩
合
同
班

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

白
沢
支
部
は
、
毎
月
、

運
営
委
員
会
を
開
催

し
健
康
・
ま
ち
づ
く

り
の
積
極
的
な
取
組

み
、「
つ
な
が
り
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
、
生

協
の
模
範
的
な
活
動

と
な
り
、
他
支
部
の

講
師
役
と
な
っ
て
い

る
こ
と
。
薄
根
支
部

硯
田
・
白
岩
合
同
班
は

定
期
的
に
計
画
を
立

て
班
会
に
取
り
組
み
、

様
々
な
テ
ー
マ
の
学

習
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、

山
形
弁
研
究
家
／

タ
レ
ン
ト
の
ダ
ニ
エ

ル
・
カ
ー
ル
さ
ん
よ

り
「
が
ん
ば
っ
ぺ
！

オ
ラ
の
大
好
き
な
日

本
」
～
と
い
う
テ
ー
マ

で
、「
日
本
に
は
方

言
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
の
豊
富
さ
、
治
安

の
良
さ
・

交
通
網
の

素
晴
ら
し

さ

等

た

く
さ
ん
あ

る
。」
と
の

話
が
さ
れ

ま
し
た
。

硯田・白岩合同班白沢支部

硯田・白岩合同班白沢支部 受賞



利
根
中
央
病
院
は
、
厚
生

労
働
省
指
定
の
基
幹
型
臨
床

研
修
病
院
と
し
て
２
０
０
４

年
か
ら
こ
れ
ま
で
に
27
名
が

研
修
を
修
了
し
て
い
ま
す
。研

修
医
の
採
用
に
は
『
マ
ッ
チ

ン
グ
』
と
い
う
制
度
が
あ
り
、

研
修
希
望
者
（
医
学
生
）
と
病

院
双
方
の
希
望
を
踏
ま
え
て
、

一
定
の
規
則
か
ら
組
み
合
わ

せ
が
決
定
さ
れ
ま
す
。６
名
ま

で
の
採
用
が
認
め
ら
れ
17
年
、

18
年
と
６
名
フ
ル
マ
ッ
チ
が

続
き
、“
医
学
生
に
選
ば
れ
る

研
修
病
院
”に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

利
根
歯
科
も
２
０
１
８
年

は
３
名
フ
ル
マ
ッ
チ
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、総

合
診
療
科
を
は
じ
め
、病
院
お

よ
び
診
療
所
等
で
年
間
通
じ

て
多
く
の
実
習
を
受
け
入
れ

て
い
る
実
績
も
あ
り
ま
す
が
、

何
よ
り
も
組
合
員
さ
ん
た
ち

の
協
力
が
強
く
影
響
し
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。実
習
の

中
で
班
会
や
ま
ち
か
ど
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
医
局
で
の
ふ
る

ま
い
会
と
い
っ
た
医
療
生
協

な
ら
で
は
の
活
動
を
体
験
し
、

そ
の
な
か
で
組
合
員
さ
ん
と

関
わ
り
病
院
や
生
協
に
対
す

る
率
直
な
ご
意
見
や
期
待
の

声
を
直
接
伺
い
、「
職
員
と
患

者
・
組
合
員
の
垣
根
の
低
さ
を

実
感
し
、研
修
先
に
選
ん
だ
。」

と
い
う
声
か
ら
、診
療
現
場
で

は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
経

験
が
選
択
理
由
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

医
科
歯
科
学
生
と
ふ
れ
あ

う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、地

域
住
民
と
し
て
の
想
い
や
期

待
を
伝
え
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。

「
助
け
合
い
活
動
を
学
ぼ

う
」
と
、
11
月
８
日
長
野
県

上
田
市
の
東
信
医
療
生
協
に

西
部
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
６

支
部
か
ら
の
組
合
員
と
職
員

20
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
の
７
月
か
ら
取
組
を

始
め
た
、「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
お
助
け
丸
ク
ラ
ブ
」
は
、

「
住
み
慣
れ
た
家
で
、
ふ
る
さ

と
で
暮
ら
し
続
け
た
い
」
と

い
う
、
組
合
員
さ
ん
の
思
い

を
大
切
に
、
暮
ら
し
を
支
え

合
う
活
動
と
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

同
ク
ラ
ブ
の
山
極
紀
子

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
、

利
用
申
し
込
み
が
出
た
時
点

で
、
支
部
の
活
動
と
し
て
位

置
づ
け
る
。
介
護
保
険
で
は

ま
か
な
え
な
い
、
隙
間
を
埋

め
る
役
割
を
持
つ
。
一
日
の

生
活
で
潤
い
を
持
た
せ
て
く

れ
る
。
な
ど
、こ
の
間
の
活
動

状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
支
援
に
参

加
し
て
い
る
組
合
員
か
ら
こ

れ
ま
で
の
取
組
と
「
や
り
が

い
が
あ
り
、
楽
し
く
行
っ
て

い
る
」
と
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
質
問
も
出
さ

れ
懇
談
。
山
極
さ
ん
は
「
失

敗
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
か

起
き
た
時
で
も
初
期
の
対
応

が
大
事
だ
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。帰

路
の
車
中
で
交
流
、
杉

木
理
事
か
ら
「
今
日
勉
強
し

た
こ
と
を
利
根
で
始
ま
っ
た

助
け
合
い
活
動
に
生
か
し
、

い
ろ
い
ろ
な
所
で
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
ま
と

め
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
24
日
（
水
）
健

康
づ
く
り
委
員
会
が
主

催
し
て
、
27
人
の
参
加

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
碓
氷
峠
路
探
訪

で
、
３
コ
ー
ス
の
中
か

ら
自
分
に
あ
っ
た
コ
ー

ス
を
選
び
、
色
づ
き
始

め
た
木
々
を
見
な
が
ら

元
気
に
歩
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
紅
葉

も
始
ま
り
天
気
も
良
く

大
変
楽
し
い
一
日
で
し

た
。」「
は
じ
め
て
の
参

加
で
す
。
日
頃
の
運
動

不
足
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
散

歩
で
も
は
じ
め
よ
う
か

な
。」な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

利 根 の 保 健

運転前に軽い体操や身体をほぐすとよい。変だなと感じたら、運転を控える。無理のない計画や適切な休憩を取る。正しい運転姿勢を習慣づける。
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〈
沼
田
東
支
部
〉

伊
藤　

桂
子

籾
山　

公
子

稲
垣　
　

忠

大
島　
　

崇

星
野
み
つ
ゑ

金
井　

春
子

須
田　

利
枝

〈
沼
田
中
支
部
〉

河
野
喜
久
子

阿
部
喜
興
志

村
上　

宏
一

林　
　

朋
子

林　
　

吉
治

戸
部
れ
い
子

島
田　

康
弘

阿
部　

幸
子

〈
沼
田
北
支
部
〉

佐
々
木
由
香
里

吉
澤
か
つ
よ

小
林　

菊
子

鈴
木　

真
弓

鳥
羽　

久
子

〈
利
南
支
部
〉

金
子　

靜
江

角
田
眞
智
子

千
明
た
か
子

石
井　

武
久

都
所　

叶
有

〈
池
田
支
部
〉

佐
藤　

富
江

〈
薄
根
支
部
〉

高
橋　

久
子

阿
部
キ
ク
エ

髙
橋　

泰
恵

石
橋　

英
利

大
木
か
ね
子

斉
藤　

政
文

中
村　

文
夫

〈
川
田
支
部
〉

生
方　

吉
伸

阿
部　
　

肇

阿
部　

陽
子

〈
白
沢
支
部
〉

小
林　

利
夫

笠
原　

久
子

桑
原
美
知
子

角
田　

よ
し

佐
藤
八
代
重

桜
井　

富
治

諸
田
千
枝
子

小
平　

波
子

入
沢　

幸
子

木
村
れ
い
子

小
野　

恵
子

上
野　

貞
男

韮
山　

エ
ミ

南
雲　

慶
子

永
井　

喜
一

桒
原
よ
し
江

高
橋　

三
子

小
林
み
つ
子

鈴
木　

勝
江

横
坂　

英
子

横
坂　
　

昭

横
坂　

為
康

〈
利
根
北
支
部
〉

山
田
サ
チ
子

〈
利
根
南
支
部
〉

佐
々
木
幾
代

佐
々
木
る
み
子

小
林　

明
子

〈
片
品
支
部
〉

村
上
実
奈
子

〈
川
場
支
部
〉

田
中　

典
康

信
澤　

春
美

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

小
林　

宮
子

髙
橋　

道
子

木
内　

春
夫

富
田　

ナ
カ

真
庭　

輝
政

清
水　

敦
彰

尾
崎　

貞
子

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

赤
見　

弘
子

齋
藤　

幸
子

高
橋　

富
子

〈
水
上
支
部
〉

丸
山
伊
智
子

砂
川　

久
子

津
嶋　
　

彩

小
俣　

千
種

〈
猿
ヶ
京
支
部
〉

小
杉　

芳
江

〈
須
川
支
部
〉

小
池　

祺
子

小
池　

次
子

原　

キ
ヨ
子

〈
新
巻
支
部
〉

阿
部　

竹
彦

林　
　

明
夫

杉
木　

由
江

冨
沢　

進
一

〈
昭
和
東
支
部
〉

鈴
木
や
い
子

田
口　

正
敏

新
木　

鶴
吉

原
澤　

明
美

安
達　

政
喜

星
野　

華
奈

石
井
あ
つ
江

石
井　

銀
治

〈
昭
和
南
支
部
〉

竹
之
内 

文
作

林　
　

隆
志

〈
高
山
支
部
〉

阿
部　
　

一

〈
中
之
条
町
〉

吉
田　
　

壽

〈
旧
吾
妻
町
〉

篠
原　
　

恵

よ
う

　

 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
11
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
240
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

11
月
の

新
加
入
者

第５回 ハイキング・ウオーキング
秋の碓氷峠路を楽しむ

特設テント　トリアージセンター

素
早
く
判
断
す
る
ト
リ
ア
ー
ジ
ナ
ー
ス

東信医療生協
� 「お助け丸クラブ」との交流

西部、南部ブロック研修会

医
師
確
保
と
養
成

医
科
２
年
連
続
６
名
、歯
科
３
名

　
　

 
研
修
医
フ
ル
マ
ッ
チ
！！

「医局バーベキュー」

災
害
拠
点
病
院
で
あ
る
利
根

中
央
病
院
で
、11
月
10
日
（
土
）
に

総
勢
約
１
９
０
人
の
参
加
で
、「
利

根
沼
田
地
域
の
局
地
的
な
地
震
」

が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
院
内

災
害
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
内
地
震
を
想
定
し
、
当

院
の
被
災
状
況
の
確
認
か
ら
訓
練

は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
訓
練
で

は
、
負
傷
者
80
人
を
受
け
入
れ
る

た
め
、
傷
病
者
や
職
員
、
物
品
類

が
行
き
交
い
、
騒
然
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
職
員
各
々
が
、
懸
命

に
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

当
院
の
災
害
時
の
専
門
教
育

を
受
け
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
も
本
年

度
よ
り
４
チ
ー
ム
で
20
人
と
な

り
、
訓
練
時
の
傷
病
者
の
受
け
入

れ
や
搬
送
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
用
で

き
る
よ
う
職
員
を
支
援
で
き
る
体

制
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
訓
練
に
連
動
す
る
形

で
、
災
害
時
の
対
応
に
特
化
し
た

訓
練
を
受
け
た
看
護
師
「
ト
リ
ア

ー
ジ
ナ
ー
ス
」
の
育
成
と
事
務
系

職
員
へ
の
継
続
的
な
災
害
教
育
も

行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
来
年
度
以
降
は
行
政

や
他
医
療
機
関
と
連
動
し
た
地
域

で
の
災
害
対
応
を
含
め
た
訓
練
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

９
月
に
発
生
し
た
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
の
よ
う
に「
ま
さ
か
」

と
思
う
よ
う
な
場
所
・
タ
イ
ミ
ン

グ
で
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。利

根
沼
田
地
域
で
も
「
ま
さ

か
」
が
起
き
る
も
の
と
し
て
、
災

害
に
対
す
る
危
機
感
を
病
院
全
体

で
共
有
し
、
万
が
一
、
災
害
が
起

き
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
「
あ
っ

て
よ
か
っ
た
利
根
中
央
病
院
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

「
ま
さ
か
」
に
備
え
る
た
め
に

第
１２
回 

災
害
訓
練



一人は万人のために 万人は一人のために

特に夜間はスピードが出やすいので出来るだけ手前で対応が出来るよう危険予知が必要。
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「
膵
臓
」
は
消
化
器
の
一
部
で
す
が
、
食
道
、
胃

や
大
腸
な
ど
に
比
べ
る
と
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
が
生
き
る
上
で
非
常

に
大
事
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

今
回
、
膵
臓
の
役
割
、
病
気
と
そ
の
予
防
法
と
早

期
発
見
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
き
ま
す
。

2018.12月号

　

膵
臓
の
病
気

膵
臓
の
病
気
に
は
膵
炎
、
膵
臓

癌
、
糖
尿
病
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

膵
臓
が
ア
ル
コ
ー
ル
や
胆
石

な
ど
で
膵
臓
が
炎
症
を
起
こ
し
、

み
ぞ
お
ち
や
背
中
に
激
痛
が
生
じ

る
急
性
膵
炎
と
、
急
性
膵
炎
が
繰

り
返
さ
れ
、
膵
臓
が
線
維
化
を
生

　

膵
臓
の
役
割

膵
臓
と
は
お
腹
の
真
ん
中
の

や
や
背
中
側
で
、
胃
の
後
ろ
側
に

位
置
し
ま
す
（
図
１
）。

血
糖
値
を
調
節
す
る
イ
ン
ス

リ
ン
や
グ
ル
カ
ゴ
ン
な
ど
の
ホ
ル

モ
ン
を
分
泌
す
る
内
分
泌
機
能

と
、
十
二
指
腸
へ
消
化
酵
素
を
分

泌
し
、
食
べ
物
を
消
化
さ
せ
る
外

分
泌
機
能
の
働
き
を
担
っ
て
い
ま

す
。

利根中央病院
消化器内科医長

山田 俊哉

膵す
い

臓ぞ
う

の
役
割
と
病
気
に
つ
い
て

　
　 

健
康
診
断
で
早
期
発
見
を 

　
　

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
は
み
ぞ
お
ち
の
痛

み
、
背
中
の
痛
み
、
体
重
減

少
、
黄
疸
、
糖
尿
病
の
悪
化
な

ど
で
画
像
検
査
を
行
っ
て
発

見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
ド
ッ
ク
な
ど
で
の
腹
部
エ

コ
ー
検
査
で
無
症
状
の
う
ち
に

発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

近
年
、
膵
臓
に
の
う
胞
（
水
ぶ

く
れ
の
よ
う
な
も
の
）
が
あ
る
人

は
膵
臓
癌
が
で
き
や
す
い
と
言
わ

れ
て
お
り
、
定
期
的
な
画
像
検
査

で
早
期
発
見
が
で
き
う
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
近
親
者
に
膵
炎
や
膵
臓

癌
の
方
が
多
く
い
た
り
、糖
尿
病
、

肥
満
、
喫
煙
、
大
量
飲
酒
、
慢
性

膵
炎
は
膵
臓
癌
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク

タ
ー
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

膵
臓
癌
は
怖
い
病
気
か
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
早
期
発
見
で
き
れ

ば
決
し
て
そ
う
と
は
限
り
ま
せ

ん
。健
康
的
で
規
則
正
し
い
生
活
、

ヘ
ル
シ
ー
な
食
生
活
を
心
が
け
、

定
期
的
に
健
康
診
断
（
特
に
ド
ッ

ク
な
ど
で
の
腹
部
エ
コ
ー
検
査
が

大
事
で
す
！
）
を
受
け
て
頂
き
、

前
述
し
た
症
状
が
あ
れ
ば
我
慢
せ

ず
に
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

子
供
と
の
勝
負
卓
球
引
き
分
け
る

お
友

達
よ
く
も
揃
え
て
改

造
す

政
治
と
カ
ネ
今
日
も
何
処
か
で
悪
巧
み

沼
田
市
薄
根
町�

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

沼
田
市
堀
廻
町�

今
井　

栄
一

み
な
か
み
町
石
倉�

藤
田　

俊
彦

自
ら
を
不
幸
に
す
る
ま
い
と
背
を
伸
ば
す
深
く
澄
み
を

る
秋
空
の
も
と

豊
作
の
青
あ
お
し
藁
に
願
ひ
て
二
人
の
家
の
注
連
飾
り

綯
ふ

冬
の
間
住
居
を
移
す
隣
人
の
家
の
明
か
り
の
つ
か
ぬ
夕

暮
れ

金
婚
旅
行
に
二
見
浦
の
夫
婦
岩
台
風
の
大
波
し
か
と
受

け
居
り

登
校
の
子
等
は
カ
ラ
フ
ル
冬
帽
子
ふ
ざ
け
方
ま
で
個
性

豊
か
に

気
お
く
は
あ
れ
ど
二
本
の
杖
を
つ
き
背
す
じ
伸
ば
し
て

リ
ハ
ビ
リ
始
む

沼
田
市
高
橋
場
町�

森　

田　

妙　

子

沼
田
市
戸
鹿
野
町�

内　

山　

髙　

重

み
な
か
み
町
湯
原�

羽　

鳥　

孝　

子

み
な
か
み
町
湯
原�

渡　

丸　

共　

代

み
な
か
み
町
後
閑�

番　

場　

正　

夫

み
な
か
み
町
須
川�

細　

川　

の
ぶ
子

　

今
月
は
43
件
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。紙
面

ス
ペ
ー
ス
と
当
季
雑
詠
に
沿
っ
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
乱
筆
は
誤
植
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
楷
書
で
わ

か
り
や
す
く
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

冬
う
ら
ら
話
相
手
の
あ
る
か
ぎ
り

幼
な
児
の
母
呼
ぶ
声
や
今
朝
の
冬

口
よ
ご
し
と
土
産
に
も
ら
ふ
冬
苺

侘
助
や
茶
席
和
ら
ぐ
絞
り
花

文
化
の
日
幼
は
手
箸
麺
啜
る

円
空
の
笑
み
に
逢
ひ
た
き
秋
の
暮

翳
ふ
か
く
河
岸
段
丘
冬
に
入
る

鶏
が
土
間
を
覗
く
や
菊
日
和

時
戻
す
ご
と
枯
草
の
蔓
手
繰
る

綿
虫
や
雲
低
く
し
て
日
暮
ど
き

侘
助
や
う
つ
む
き
茶
事
の
客
二
人

菊
な
ま
す
香
ほ
る
花
び
ら
旅
の
膳

亡
き
姉
の
雨
戸
開
け
閉
め
菊
日
和

沼
田
市
坊
新
田
町�

あ
べ
け
い
い
ち

沼
田
市
高
橋
場
町�

木
暮　

一
夫

沼
田
市
高
橋
場
町�

生
方　

辺
秋

沼
田
市
高
橋
場
町�

白
井
孝
四
郎

沼
田
市
横
塚
町�

星
野　

順
子

沼
田
市
横
塚
町�

宮
田　

君
子

沼
田
市
久
屋
原
町�

氏
家　
　

孝

沼
田
市
久
屋
原
町�

阿
部　

邦
尭

沼
田
市
栄
町�

貝
瀬　

久
代

沼
田
市
硯
田
町�

阿
部　

ま
つ

川
場
村
生
品�

桒
原
あ
や
子

川
場
村
谷
地�

穴
沢　

京
子

み
な
か
み
町
湯
原�

石
田
み
よ
子

血
液
検
査
や
エ
コ
ー
、
Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
検
査
で
疑
い
、
特

殊
な
内
視
鏡
検
査
で
あ
る
、
内
視

鏡
的
膵
胆
管
逆
行
性
造
影
検
査

（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
）や
超
音
波
内
視
鏡
下

穿
刺
吸
引
術
（
Ｅ
Ｕ
Ｓ
Ｆ
Ｎ
Ａ
）

で
癌
の
組
織
を
と
っ
て
診
断
を
つ

け
て
い
き
ま
す
。
診
断
さ
れ
た
時

点
で
の
進
行
度
に
応
じ
て
、手
術
・

化
学
療
法
（
抗
癌
剤
）・
放
射
線
治

療
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、

早
期
の
段
階
で
見
つ
か
れ
ば
見
つ

か
る
ほ
ど
予
後
も
良
く
な
っ
て
き

ま
す
。

　

膵
炎
の
予
防
の
た
め
に
は

大
量
飲
酒
が
原
因
と
し
て
最

も
多
い
の
で
大
量
飲
酒
は
控
え
、

暴
飲
暴
食
に
気
を
付
け
る
こ
と
、

禁
煙
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
膵

炎
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。（
純

ア
ル
コ
ー
ル
量
40
ｇ
（
ビ
ー
ル
換

算
１
ℓ
、日
本
酒
換
算
２
合
な
ど
）

で
膵
炎
発
症
リ
ス
ク
が
2.5
倍
に
、

１
０
０
ｇ
以
上
で
5.4
倍
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
）。

特
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
原
因
の

膵
炎
を
起
こ
し
た
方
が
飲
酒
を
続

け
る
と
、
先
ほ
ど
の
慢
性
膵
炎
の

状
態
に
な
っ
て
い
く
の
で
必
ず
禁

酒
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
み
ぞ
お
ち
の
痛
み
、
背
中

の
痛
み
な
ど
の
症
状
が
生
じ
、
自

宅
で
我
慢
し
て
し
ま
う
と
膵
炎
が

さ
ら
に
悪
化
し
て
い
く
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
症
状
を

生
じ
る
場
合
に
は
早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

膵
臓
癌
の
早
期
発
見

の
た
め
に
は

膵
臓
癌
は
胃
癌
や
大
腸
癌
な

ど
と
異
な
り
、
内
視
鏡
な
ど
で
直

接
み
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
早
期
発
見
が
難
し
い
と

じ
機
能
が
働
か
な
く
な
り
、
糖
尿

病
が
悪
化
し
た
り
消
化
が
で
き
な

く
な
る
症
状
を
生
じ
る
慢
性
膵
炎

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

急
性
膵
炎
の
場
合
に
は
入
院

の
上
、
禁
食
・
点
滴
な
ど
で
治
療

を
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、
お
腹
全

体
に
炎
症
が
広
が
る
と
重
症
膵
炎

と
言
う
命
に
関
わ
る
重
篤
な
状
態

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

膵
臓
癌
は
日
本
人
の
癌
に
よ

る
死
因
の
第
４
位
で
あ
り
、
み
ぞ

お
ち
の
痛
み
、
背
中
の
痛
み
、
体

重
減
少
、
黄
疸
（
体
、
特
に
白
目

の
部
分
が
黄
色
く
な
る
）、糖
尿
病

の
急
な
悪
化
な
ど
の
症
状
で
始
ま

り
ま
す
が
、
初
期
に
は
無
症
状
の

こ
と
が
多
く
、
早
期
発
見
が
難
し

く
、
発
見
さ
れ
た
時
点
で
８
割
が

進
行
癌
で
手
術
が
不
可
能
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

利根中央病院
総 務 課

病院職員の大半は患者が抱える病気と向かい合いなが

ら患者と共に奮闘している中、総務課は縁の下の力持ち

として、職員が業務に集中出来るようサポートすること

を日々の業務としています。

具体的には労働環境の整備を行ったり、職員の勤怠管

理を行い給与計算の基礎資料を作成したり、医療材料や

備品等を調達して各職場に提供しています。

また職員から生活面を含むさまざまな相談を受けたり

することも重要な業務です。

総務課の職員数は 10名で人事、資材、経理、庶務、洗濯、

電話交換と多岐に渡る業務を担っています。

今後ますます組合員の方に「おらが病院」と思って頂

ける利用しやすい病院を目指し、全力で職員のサポート

に徹します。

～職員が業務に集中出来るようサポート～

図１

赤丸が膵臓

職 紹場 介

　
　
　
　
　

利
根
保
健
生
協
「
な
か
ま
の
作
品
係
」

メ
ー
ル
投
稿

sukusuku-tone@
tonehoken.or.jp

〒
三
七
八
︱
〇
〇
五
三　

沼
田
市
東
原
新
町
一
八
六
一
の
一

新年号

絵
画
、写
真
、書
画
、俳
句
、短
歌
、川
柳
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
他

各
種
作
品
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。�

締
切
り
12
月
10
日



＜実施期間＞ ＜チャレンジシート提出締切＞

チャレンジシートを
提出された方に

対象：中学生～高齢者
※幼児と小学生は「キッズけんこう
チャレンジ」の用紙が別にあるので、
気軽にお問合せください！

14種類の健康づくりコース
から１つまたは２つ選んで、
目標に向かってチャレンジ！

記念品贈呈！

2019年３０日間 １月31日まで

利 根 の 保 健 （４）第591号2018年12月１日（毎月1回1日発行）

相手が止まってくれるだろうと過信は禁物。安全を守ろうとする強い気持ちが大切。

おらがまちの 班会あれこれ

　

医
師
と
看
護
師
、
医
師
と
医

師
間
の
情
報
共
有
が
出
来
て
い

な
い
の
で
、
話
し
た
事
が
伝
わ

ら
ず
二
度
手
間
に
な
る
。
き
ち

ん
と
連
携
し
た
上
で
情
報
の
共

有
を
し
て
欲
し
い
。

 

〈
回
答
〉

　

看
護
職
責
者
会
議
に
て
頂
い
た
ご

意
見
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
間
の
情
報
共
有
の
場
と
し
て

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
回
診
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
内
容
が
形
骸
化
さ
れ
て
い

な
い
か
、
改
め
て
有
効
的
な
情
報
共

有
の
場
と
し
て
生
か
す
よ
う
意
思
統

一
を
図
り
ま
し
た
。

感
謝
の
手
紙
（
匿
名
希
望
）

　

退
院
後
、
外
来
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
週
１
回
リ

ハ
ビ
リ
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
終
わ

っ
た
後
は
苦
し
か
っ
た
重
し
が
ス
ー

ッ
と
取
れ
て
い
る
事
に
毎
回
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
の
先
の
病
状
の
不
安

も
あ
り
ま
す
が
、
心
の
ケ
ア
も
し
て

く
だ
さ
り
、
患
者
と
そ
の
病
に
向
き

合
い
励
ま
し
て
く
れ
ま
す
。
苦
し
み

が
緩
和
さ
れ
、
先
の
希
望
が
持
て
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
虹
の
箱
」
投
書
よ
り

10月まちかど健康チェック開催一覧

12月まちかど健康チェック開催予定

会　　場
昭和の湯
高山温泉ふれあいプラザ
矢瀬親水公園

支部名
昭和
高山
月夜野東

会　場
昭和の湯
高山温泉ふれあいプラザ

日  時
1日15:00～17:00
26日17:00～19:00

支部名
昭和合同
高山

10 月 班会・サークル 開催一覧

減塩生活/みそ汁チェック

インフルエンザ予防ノロウイルス予防

血圧・体組成チェック

ころばん体操/足指力/血管年齢チェック

ころばん体操/笑いヨガ・あいうべ体操

血圧・体組成チェック

川場支部　生品合同班

白沢支部　尾合合同班

昭和東・南支部　昭和の湯

高山支部　新田合同班

沼田西支部　合同班

高山支部　高山温泉ふれあいプラザ

みそ汁を持参して塩分濃度を測定しました。
栄養士から減塩について調理の工夫などを学びました。

これからの季節、感染予防について学習を行いまし
た。手洗いの大切さやワクチン接種についてなど学
びました。

2カ月に一度（第1土曜）に定期開催しています。
寒くなり日も短くなりましたが、近隣の方々、農作
業終わりの方々だけでなく、観光で来たお客もい
て、健康チェックを呼びかけています。

医学生も参加して様々な体操を体験しました。また昔
の地区運動会の動画を観て楽しみました。皆さん懐か
しいといい笑顔でした。

今回は体操をテーマに開催しました。
免疫力も上げようと「笑いヨガ」やお茶会の前には
「あいうべ体操」も行い楽しく過ごしました。

支部として毎月26日（いいふろの日）に開催してい
ます。だいぶ認識されるようになってきました。
この日は連携職場（薬剤部）も参加し、機関紙「利根
の保健」も宣伝しました。

沼田東

サｰクル
サｰクル
サｰクル
サｰクル
沼田北
サｰクル
池　田

利根北
サｰクル
サｰクル
サｰクル
片　品

川　場

利　南

白　沢
サｰクル
昭和南

サｰクル
沼田西
サｰクル
サｰクル
薄　根

高　山
月夜野東

サｰクル
月夜野西

水　上
猿ヶ京

須　川

生方　輝房
村田　定蔵
小林永久子
染谷はるい
大竹　俊夫
髙橋　道子
大木カツ子
小菅　愛子
永井　達郎
牧野　一江
和田　　益
髙橋まち子
木内　敬二
井口　節子
亀岡　衣代
髙山　精二

金子　好男
星野　欣一
小林　喜市
星野　吉夫
石橋　雅子
櫛渕トヨ子
戸丸　英子
織田澤はま子
小野　隆義
角田　梅子
吉野たか子
板橋きみ枝
高橋　マキ
高橋　和子
堤　　フジ
諸田はま江
角田　恵子

岡嶋　禎子
三ツ井久雄
久枝　　允
望月あさ子
佐藤　生一
小林　順一
金子　幸子
石田眞由美
飯塚與志次
中村　秀夫
江口　健己
真庭　利治
渋谷　典子
山田八重子
広橋　絹代
広橋　絹代
金子　礼子
岡田　完二
長濱　水郎
林　　友好
長濱　水郎
林　　友好
須藤　典子
高橋よね子
都丸　君子
高橋よね子
都丸　君子
富沢カヅエ
水野喜美子
細川　芳江

腰・膝痛体操
腰・膝痛体操
高齢者に多い皮膚疾患
体操
卓球（計 3 回）
太極拳（計 3 回）
卓球（計 8 回）
肩・腰痛予防体操
俳句会
骨密度チェック・ころばん体操
健康チェック・きよしのズンドコ体操
健康チェック・きよしのズンドコ体操
健康チェック・きよしのズンドコ体操
健康チェック・きよしのズンドコ体操
健康チェック・きよしのズンドコ体操
健康チェック・きよしのズンドコ体操

健康体操 ( 計 5 回）
グラウンド・ゴルフ（計26回）
健康体操 ( 計 6 回）
グラウンド・ゴルフ
グラウンド・ゴルフ
減塩と食生活、塩分チェック
お食事会
特養見学
介護保険について
骨粗鬆症の対策
ゲ－トボ－ル（計 2 回）
動脈硬化について
動脈硬化について
動脈硬化について
動脈硬化について
薬の話
ゲートボール（計 2 回）

ラジオ体操・脳いきいき体操（計 3 回）
パズル・麻雀
助け合い活動について
助け合い活動について
脳いきいき体操・大腸がんチェック
脳いきいき体操・大腸がんチェック
脳いきいき体操・大腸がんチェック
介護保険のはなし
きよしのズンドコ体操
健康チェック
健康チェック
健康チェック
動脈硬化について
脳卒中について
参加すると楽しいよ
ぬり絵と筋トレ
絵手紙教室（計2回）
薬の話、脳体操、セラバン体操
野菜摂取の必要性
野菜摂取の必要性
高山病について
高山病について
フレイルについて
リズム体操・熱中症のはなし
リズム体操・熱中症のはなし
脳トレ・コマ（折紙）遊び
脳トレ・コマ（折紙）遊び
オーラルフレイルの予防
心臓の話・体操
心臓の話・体操

上原町 7-3
上原町 6-2
材木町 11-3
健康班
健康卓球教室「ゆうゆう」
秋桜会
健康卓球クラブ
ときめき班
いこい句会
岡谷町 西部１
発知新田町 1・2 班
発知新田町 3 班
発知新田町 4 班
発知新田町 5 班
発知新田町 6 班
発知新田町 7 班

大原睦会
平川ＧＧ愛好会
追貝 12 会
菅沼 １
菅沼 ２
生品合同
中野合同
上久屋馬場
栄町合同
尾合合同
昭和東ゲｰトボｰルクラブ
川額 入原合同
川額 入原合同
川額 入原合同
川額 入原合同
永井合同
昭和南ゲｰトボｰルクラブ

福寿草
ハレやか
井土上町合同
井土上町合同
硯田町 上
硯田町 中
硯田町 下
井土上町 上井土合同
判形合同
政所合同
政所合同
真庭合同
後閑 上・下入合同
下牧 原の中
つきよのいきいきサロン
つきよのいきいきサロン
虹の会
月夜野 橋下合同
月夜野 町組合同
月夜野 町組合同
月夜野 町組合同
月夜野 町組合同
阿能川サロン
猿ヶ京合同
猿ヶ京合同
猿ヶ京合同
猿ヶ京合同
須川 十二河原
須川　須川合同
須川　須川合同

支部名 人数班　　名 班会内容班長 ・代表名

394 人
330 人

13 サークル
50 班

総計

3
3
7
7
18
17
92
5
3
6
3
3
3
3
3
3

32
119
42
5
4
11
6
4
19
7
27
4
3
4
4
12
28

14
5
4
4
3
3
4
8
25
6
5
5
5
6
10
10
12
5
6
6
5
5
13
11
12
11
12
4
5
5

　11月 19日寒空の中、来年春に向けて利用委員が
集まり、病院のメイン花壇の整備を行いました。
　20㎝程度花壇の土を剥離してふるいにかけ、大き
な石や小石をはじいた後、元に戻す作業はとても重
労働でした。
　作業終了後は皆さんから「作業は大変だったけど、
これで来年きれいな花が咲くね」と口々に聞かれ、
胸を膨らませていました。
　翌 20日、山口ゆわ子理事よりパンジーの苗を頂
きましたので、さっそく植えさせて頂きました。

春に向け利用委員で花壇整備

まちかど健康チェック

病院利用委員会

健康チャレンジ2018 無料

食事

運動 休養

たばこ＆お酒 生活習慣

利根保健生活協同組合　健康づくり委員会
〒 378-0053　沼田市東原新町 1861-1
直通 TEL　22-2300 　FAX　22-6262

デイサービスセンター

とね虹の里

＜連絡先＞
でんわ：0278- 25-8618
担　当：高橋 または 塚本まで

見学、相談、随時受付中！

利用者募集中！


